
編集後記
　この度，カヤバ技報は発刊70号の節目を迎えることができました．ひとえに，何時においても素
晴らしい記事を寄稿いただいた社内外の執筆者のご献身に他なりませんが，陰で支える編集メン
バーにも感謝と労いの意を表したいと思います．そして何より，読者の方々への御礼を忘れること
はできません．
　さて，本号は特別企画として，各技術部門における将来展望について掲載しました．企業として，
将来の成長あるいは，社会貢献といったことを考えると，自ずと新しいものを生み出すこと，つま
り創造することを強く指向することになります．最近では，付加価値の創造や共創といった言葉が
日常に織り込まれていることにも気づきます．もちろん，これ自体は何ら問題もなく，むしろ推奨
されるべき行為です．しかし，ここでふと，何かを創る，あるいはその動機を抱くには，起点とな
るものがあり，それは想像力だと，今さらながらに気づきました．
　例えば本誌，巻頭言のProf. Vaccaによる「建設機械の電動化展望」，また田中教授の論説「技術
者の心眼」など，これらは正に（技術者の）想像力という視点で興味深く拝読させていただきました．
　現在は，10年後の世界を見通すのも難しいと感じています．特にテック分野で，熱狂的なブーム
を迎えているAIにおいては，「10年後には人類の１万倍の知性を持つASI（人工超知能）が登場」（SBG
孫会長），また他の業界著名人からも「2025年頃には人知を越えるAGI（汎用人工知能）の実現が
見込まれる」といった発言がなされています．
　一体どのような未来が待っているのだろうか？想像をはるかに超える未来に期待感を抱く一方で，
想像の範囲であって欲しいと無意識に願う（怯える），いつまでも変われない自分が居る．
� （伊藤　隆）
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　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/

（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


